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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

当番活動と係活動って 

何がどう違うの？  

 新学期がスタートし、各学級では、学級生活に必要な 

当番や係について話し合っている様子が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級生活を円滑に進め、学級目標に迫るための仕組みとして、どの学級にもあるものが、 

当番活動と係活動です。低学年は明確に区別しなくても構わないのですが、中学年以上は、

その違いを指導した上で活動させることが大事です。 

 当番活動とは、日常生活をする上で必要な、決まりきった仕事。例えば、黒板を消す、電気を 

消す、プリントを配る、などは、当番活動に属します。 

 それに対して、係活動とは、学級の文化を高めるための活動、創意工夫が必要な活動のこと 

を言います。新聞をつくる、スポーツ集会を開く、学級に植物園をつくる、などのような、 

文化、レク、スポーツなどを企画・運営実行していく活動です。つまり、学級生活を豊か 

にする活動です。 

 このことを区別して学級を組織していくことで、子どもの企画力、創造力などの個の可能性を引 

き出すことができます。本校では、係活動を大切にし、一人一人の子どもが、個性を発揮して 

自発的に活動できる機会の確保に努めてまいります。 

初めての毛筆学習 

  ３年生が、書写の授業で、初めての 

毛筆学習を行いました。主に、用具の 

名称や使い方などについて学びました。 

子どもたちは興味津々、これから本 

格的に始まる毛筆学習を楽しみにして 

いる様子でした。 

 

 

 

 

当番活動について話し合う２年生。 

１年生を迎え、お兄さん、お姉さんになった 

気がします♪ 

文鎮（ぶんちん）の使い方に 

ついて学ぶ子どもたちです。 


